
コア・フォレスト

ホームネスト

ホームネスト

サテライトベース

サテライトベース

サテライトベース

サテライトベース

語らいの庭

昇降口

体育館

正門 駐輪場

中庭

南アルプス夕日テラス

ホームネスト

ホームネスト

大職員室

分教室ベース

地域連携共同室

部活広場
イベント広場 ホームネスト

ホームネスト
学年ベース

学年ベース

学年ベース

既存棟
C-1：南西 - 北東 谷型配置案 C-2：センターコア・コンパクト案 C-3：センターコア＋フィンガー案

新築棟 1F
新築棟 2F
生徒アプローチ

体育館 体育館 体育館 ▼グラウンド▼グラウンド▼グラウンド

P

P

ロータ
リー

ロータ
リー ロータ

リー

P

P P

P

教職員アプローチ
地域・送迎
共学共創空間

既存棟・敷地との関係 既存棟との距離が近く、連携が容易
動線が長い
片廊下の室が多く FLA が単調

各科の HR から、専門教室までの距離が適切動線が短い
既存棟との距離が近く、連携が容易既存棟との距離が遠く、連携が希薄

動線

学科間の融合
学習空間

既存樹木の保護
工事中の影響

中廊下型で FLA の空間が豊か 中廊下型で FLA の空間が豊か
専門室と共創空間が遠く、科の独立性が高い
谷の位置と既存の樹木が多い位置とが重なる

センターコアを介して、科同士が交わりやすい
既存樹木との関係性が希薄

センターコアを介して、科同士が交わりやすい
既存樹木の位置に最も配慮したボリューム配置

段階的な施工が可能 段階的な施工が可能工期の分割が難しい

土・樹木・農地の既存環境を最大限維持すること、新設校舎と既存利用施設との動線
を考慮し、グラウンドと校舎の位置関係は変更しない計画を提案します。

次に、3科４校の融合、敷地の有効活用、既存施設との関係、余白のある計画性の観
点から比較し、明確な中心＋有機的なフィンガープランを提案します。

15

18
46

合宿所

温室

温室

温室

敷

クラブ室

生徒クラブ室

学校用自動車車庫

農業資材庫

倉庫

38

41

40

31

30

25

39

32

28

29

資材庫

農業機械実習棟

生物工学科棟

農業資材庫

41

果樹コース圃場果樹コース圃場

アグリデザイン科
アグリ・フード

アグリデザイン科
アグリ・フード

農業機械実習農業機械実習

水田水田

水田（水管理システム圃場）水田（水管理システム圃場）
オウトウ

クリ

伊那養護
分教室

野菜コース

農業
実習棟
農業

実習棟

校舎棟校舎棟
農業機械
実習棟

農業機械
実習棟

収納舎収納舎

生物
工学科棟

生物
工学科棟

自動車車庫自動車車庫

語らいの庭語らいの庭部活広場部活広場

農業実習広場農業実習広場

グラウンドグラウンド

搬入路搬入路

大きな段差と既存樹木
（近隣へのバッファー）
大きな段差と既存樹木
（近隣へのバッファー）

搬入路搬入路体育館
武道場
体育館
武道場

弓道弓道

第二体育館第二体育館 テニスコートテニスコート

並木道並木道

駐輪場駐輪場
正門正門正門正門正門

裏門裏門裏門裏門裏門

北門北門

実習車
出入門
実習車
出入門
実習車
出入門
実習車
出入門
実習車
出入門

敷地へのアクセスは
既存位置と変更しないことで、
追加の対策が不要な計画

敷地へのアクセスは
既存位置と変更しないことで、
追加の対策が不要な計画

敷地へのアクセスは
既存位置と変更しないことで、
追加の対策が不要な計画

敷地へのアクセスは
既存位置と変更しないことで、
追加の対策が不要な計画

敷地へのアクセスは
既存位置と変更しないことで、
追加の対策が不要な計画

駐車場駐車場

同窓会館同窓会館

生徒
クラブ室

生徒
クラブ室

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

畜産実習棟畜産実習棟

農地・作業エリアは
完全に保全
農地・作業エリアは
完全に保全

動物
コース
圃場

動物
コース
圃場

ロール
置き場

堆肥舎

1年
「農業と環境」

1年
「農業と環境」野菜

コース
野菜

コース植物
コース
植物

コース
果樹圃場果樹圃場

モモ
野菜
野菜
野菜

野菜
アグリ

アグリ

露地ブドウリンゴ

野菜コース野菜コース

果樹コース果樹コース

プルーン

ナシ

高密植栽培

ナシ

果樹園
簡易VH
ブドウ

育苗ハウス
アスパラガス

水耕栽培
管理システム

象徴的な並木道の登校路を維持し、
正門位置は既存のままとする
象徴的な並木道の登校路を維持し、
正門位置は既存のままとする

車両通り抜け動線を確保車両通り抜け動線を確保

車両出入口
大型バス
乗入可能

車両出入口
大型バス
乗入可能

牧草地牧草地

通学動線通学動線
車両動線車両動線
搬出入動線搬出入動線
門扉   門扉   

N

配置イメージ

既存棟
A：南東側配置案 C：北西側配置案

新築棟  1F
新築棟  2F
生徒アプローチ
教職員アプローチ
地域・送迎

既存棟・敷地との関係 農業科の既存建物との距離が遠い 一階に大きな高低差が生じ移動が難しくなる
既存樹木の保護
工事中の影響

グラウンド確保のため既存樹木の大規模な伐採が必要
既存の建物同士の中央に配置が可能
既存樹木の位置を配慮可能

仮設校舎無しで、短期間の建て替えが可能 仮設校舎無しで、短期間の建て替えが可能
グラウンド確保のため既存樹木の大規模な伐採が必要

仮設校舎が必要。予定施工期間内に施工可能

B：敷地中央配置案

▼グラウンド

P

体育館

▼グラウンド

▼グラウンド

P

体育館

▼グラウンド

P

体育館

受付番号（様式 12）上伊那総合技術新校施設整備事業基本計画策定支援業務委託プロポーザル 提案書（二次審査用）

将来

将来
自由な平面計画

余白のある計画

学年のまとまり

先生との
交流

自由な平面計画

将来

「記憶」と「余白」－土をめぐる風景の継承と多様なプログラムを許容する計画のフレキシビリティ「記憶」と「余白」－土をめぐる風景の継承と多様なプログラムを許容する計画のフレキシビリティ

教育のイノベーションに向けた展開可能性 土の記憶・既存環境を最大限に保存する配置計画土の記憶を残す、樹木と地形を引継ぐ計画

産学一体「広域」共創拠点としての総合技術新校

３科 4 校を融合しながら計画の自由度を確保する校舎配置
全ての農地はもちろん、敷地に残る豊かな既存樹
木や地形を最大限尊重し残します。農業高校とし
ての土の記憶を受け継ぎながら、既存環境を手掛
かりに新しい総合技術校としてのアクティビティの
場を埋め込んでいく、継承と発展の配置計画です。

技術高校とは普通教育に加え、地域産業から学びを受け人材を
輩出することで産業循環を支える、地域共創拠点と考えます。
そのような拠点として、統合する４校は八つの市町村から構成さ
れる上伊那広域連合の中で、それぞれ近隣の産業や地域と深く関
わりながら学びを育んできました。これら４校が統合して出来
上がるこの総合技術新校は、近隣地域だけではなく、上伊那全
域の産業圏の未来を支える新たな広域共創拠点となるものです。
地域の人が気軽に訪れ長時間滞在できるスペース（上伊那ギャ
ラリー）をセキュリティに配慮しながら配置。時には学校内に
入り込み共創（クリエイティブラボ）する、名実備わった滞在
型の地域共創拠点づくりを目指します。

豊かな並木道と正門、体育館と縁側、思い出の芝生広場の配置を
変更せず、生徒 /OBOG/地域の大人、この場所で過ごした営み
の記憶を引き継ぎます。４校すべて調査とヒアリングを通じて要
素を発見し計画に埋込みます。敷地の余白は将来建替スペース、
技術の発展に応じた専門科教室の増築や改変にも対応します。
�地域の大人の多数が車で来校する実状を考慮し、駐車場を昇降口
側にまとめて配置。同窓会館側を車両入口として、地域ゾーンと
隣接しながら生徒動線・地域ゾーンとの歩車分離に配慮します。
校舎内は段差を作らずバリアフリーを実現します。

既存樹木の配置を引き継ぎながら、歩車分離を実現した
生徒の通学動線と地域ゾーンが自然に交わる配置

① 敷地条件等への建築的アプローチ

5km5km
10km10km

20km20km
25km25km

上伊那
広域連合辰野高校辰野高校

箕輪進修高校箕輪進修高校信州大学
伊那キャンパス

信州大学
伊那キャンパス

伊那 IC伊那 IC

駒ヶ岳 IC駒ヶ岳 IC

松川 IC松川 IC

伊北 IC伊北 IC

南信工科短期
大学校

南信工科短期
大学校

JICA
駒ヶ根
JICA

駒ヶ根

赤穂総合学科高校赤穂総合学科高校

上伊那農業高校上伊那農業高校

駒ヶ根工業高校駒ヶ根工業高校

地域連携
協働室
地域連携
協働室

プロムナードプロムナード
生徒の日常動線生徒の日常動線

体育館体育館

ロッジアロッジア

音楽室音楽室語らいの庭語らいの庭

昇降口昇降口

見る見る

見る見る
見る見る

見る見る 上伊那
ギャラリー
上伊那
ギャラリー

無目的でも訪ねられる無目的でも訪ねられる

自分の仕事もできる自分の仕事もできる

カフェカフェ

調理室調理室

事務事務

セキュリティ
も切れる
セキュリティ
も切れる

共創
発表休憩

研究

研究

研究
座学

座学

座学実習

実習

実習

交流

箕輪進修 駒ヶ根工業

上伊那農業辰野

チーム上伊那
地域マイスター

保護者
OB・OG

先生・学生教育委員会大学
研究機関

地域住民

地域事業者

NSD の理念と共鳴する
５つの設計ポイント

先生に寄添う柔軟な計画

融合と共創の象徴空間アクティビティを軸に余白を持つ

記憶を受継ぐ配置

地域と育つ開かれた体制

明快な構成とフレキシブルな計画で、基本計画
策定時にさまざまな意見を集約・調整が可能な
土台となる計画を提案します。地域の教育事情
を最優先に、総合技術新校ならではの「学びの
連携プラットフォーム」のための構成です。
融合の象徴となる核＝コア・フォレストを中心
に、農・商・工が独立性を保ちながら緩やかに
相互関係する、融合と自立の両立を実現します。

コア・フォレストは同時に学科横断的な共有ス
ペースです。1Fは中央から周囲に伸びる計画自
由度の高い専門学科ゾーン、学科ゾーンの中に
はエリアごとに関節のようにハブとなる FLA と
専門教室で構成されます。
2Fは３学年の各ゾーン、分教室と職員エリアを
風車状に配置。学年の帰属意識を保ちながら、
先生と生徒の一体感を生み出します。FLA 同士
が上下でつながり、動線の選択性を担保します。

既存樹木の配置を引継ぎ、歩者分離を実現しながらも生徒の
通学動線と地域ゾーンが自然に交わる配置

明快な中心を持ちながら
も、将来拡張や設計時変更
など様々な対応可能性を
もった建築の構え

微地形に寄り添い様々な場を作る

部活広場部活広場

テラス　　　テラス　　　

テラス　　　テラス　　　

ロボットロボット
実習室実習室

駐輪場駐輪場

体育館体育館

音楽室音楽室

語らいの庭語らいの庭
1.5m1.5m

1/50 勾配1/50 勾配

1/20 勾配1/20 勾配

0.5m0.5m

里山加工室里山加工室

産業と学問が一体となる伊那谷の街の拠点として、統合する産業と学問が一体となる伊那谷の街の拠点として、統合する 3 科４校の記憶3 科４校の記憶を受継ぎ発展する計画です。を受継ぎ発展する計画です。
変動する専門学科教育の現状と展望から、教育関係者との柔軟な設計調整を可能とする変動する専門学科教育の現状と展望から、教育関係者との柔軟な設計調整を可能とする余白のある＝計画自由度の高い余白のある＝計画自由度の高い学校を構想します。学校を構想します。
座学・研究・実習・発表など様々な座学・研究・実習・発表など様々な行為（アクティビティ）行為（アクティビティ）に着目し、各室の性質に合わせ、敷地内で適切な距離を持つように配置します。に着目し、各室の性質に合わせ、敷地内で適切な距離を持つように配置します。

中央アルプスと呼応する勾配屋根が
連なる風景

受 付 番 号



プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

昇降口昇降口

音楽室音楽室

体育館体育館

旋回
スペース
旋回
スペース

格技室格技室

部室部室

倉庫倉庫備蓄備蓄

イベント広場イベント広場

農業実習広場農業実習広場

ものづくりの庭ものづくりの庭

部活広場部活広場

屋根付き駐輪場屋根付き駐輪場

クラブ
練習室
クラブ
練習室

上伊那ギャラリー上伊那ギャラリー

工作工作

製図製図
農業機械実習棟農業機械実習棟

自動車車庫自動車車庫

里山加工室里山加工室

植物植物
培養
醸造
培養
醸造理科

１
理科
１
理科
２
理科
２

食品化学
実験室
食品化学
実験室

TCTC

図書図書

TCTC

保健保健

調理調理

語らいの庭語らいの庭

生徒生徒
放放

EVEV

被服被服

電気
機器
電気
機器

美術美術

電子
工作
実習

電子
工作
実習

工業
計測
工業
計測

工業
計測
工業
計測

変電
高圧
変電
高圧
材料材料

電気
工事
電気
工事

環境環境 草花草花

工業実習工業実習NC
旋盤
NC
旋盤MCMC

手仕上手仕上 板金
溶接
板金
溶接

鋳造
鍛錬
鋳造
鍛錬 材料

試験
材料
試験制御制御

工業の庭工業の庭

熱機関
原動機
熱機関
原動機

ハード
ウェア
ハード
ウェア

ロボ
ット
ロボ
ット

合宿所合宿所

SBSB

SBSB

SBSB

SBSB
SBSB

専科
ベース
専科
ベース

専科
ベース
専科
ベース

駐車場駐車場

専科
ベース
専科
ベース

トレーニング室トレーニング室

総合実践総合実践簿記 ICTルームICTルーム

コア・フォレストコア・フォレスト

拡張可能
スペース
拡張可能
スペース

拡張可能
スペース
拡張可能
スペース

拡張可能
スペース
拡張可能
スペース

拡張可能
スペース
拡張可能
スペース

CLCL 専科
ｲﾝﾌﾗ
専科
ｲﾝﾌﾗ

サイレントルームサイレントルーム

専科
ｲﾝﾌﾗ
専科
ｲﾝﾌﾗ

ライト
ICT
ライト
ICT

生徒Ent生徒Ent

地域Ent地域Ent

職員Ent職員Ent

地域
連携
協働室

地域
連携
協働室

専科
ｲﾝﾌﾗ
専科
ｲﾝﾌﾗ TCTC CLCL

CLCL

事務事務

中庭中庭

CLCL
地域地域

ロッジアロッジア

倉庫

同窓会館

体育館は定期的に地域に開放体育館は定期的に地域に開放

軽運動の出来る
広場
軽運動の出来る
広場

備蓄倉庫を併設備蓄倉庫を併設

駐車場を集約し、
歩車分離を実現
駐車場を集約し、
歩車分離を実現

オープンPCルーム
美術室と連携も可能
オープンPCルーム
美術室と連携も可能

三科共有の
PCルーム
三科共有の
PCルーム

周辺住宅のバッファとなる既存樹木周辺住宅のバッファとなる既存樹木
設備の更新が担保された搬入路設備の更新が担保された搬入路

設備の更新・出荷動線が担保された搬入路設備の更新・出荷動線が担保された搬入路

バリアフリー
に配慮した
スロープ

バリアフリー
に配慮した
スロープ

工業系の中でも
クリエイティブ系は
コアフォレスト近くに配置

工業系の中でも
クリエイティブ系は
コアフォレスト近くに配置

風の道風の道

風の道風の道
風の道風の道

農業系の中でも
研究室系は
コアフォレスト
近くに配置

農業系の中でも
研究室系は
コアフォレスト
近くに配置

W
C
W
C野菜野菜 作物作物

準備準備

農業
管理
農業
管理

テラステラス

芝生広場を受け継ぐ地域の庭
四校の記念碑を移設。
芝生広場を受け継ぐ地域の庭
四校の記念碑を移設。

セキュリティライン2セキュリティライン2

セキュリティライン1セキュリティライン1

セキュリティライン2セキュリティライン2

セキュリティライン2セキュリティライン2

セキュリティライン3セキュリティライン3

セキュリティライン3セキュリティライン3
セキュリティライン3セキュリティライン3

大型車、農業機械を
授業で乗り回せる広場
大型車、農業機械を
授業で乗り回せる広場

特別教室と地域連携
共同室を固めて配置。
幅広い地域開放が可能。
避難所機能も担保。

特別教室と地域連携
共同室を固めて配置。
幅広い地域開放が可能。
避難所機能も担保。語らいの庭と一体利用

も可能な音楽室
語らいの庭と一体利用
も可能な音楽室

大講義室として
FLAと一体利用も可能
大講義室として
FLAと一体利用も可能

既存正門位置は変更しない既存正門位置は変更しない

デッキで接続することで
既存棟へのバリアフリー
動線に配慮

デッキで接続することで
既存棟へのバリアフリー
動線に配慮

吹き抜け越しに
作業場の風景が見れる
吹き抜け越しに
作業場の風景が見れる

印刷コーナー印刷コーナー

緑に滑り込む教室群緑に滑り込む教室群

南アルプスに映る
夕日を望むテラス
地域エリアからも
直接アクセス可能

南アルプスに映る
夕日を望むテラス
地域エリアからも
直接アクセス可能

正門側もコア
フォレスト側
も両方を見渡
せる大職員室

正門側もコア
フォレスト側
も両方を見渡
せる大職員室

HRHR HRHR HRHR HRHR

HRHR HRHR HRHR HRHR

HRHR HRHR

HRHR

HRHR

HRHR

HRHR

HRHR

HRHR

HRHR

HRHR

HNHN

分教室
ベース
分教室
ベース

HNHN

HNHN

HNHN
HNHN

HNHN

学年
ベース
学年
ベース

学年
ベース
学年
ベース

学年
ベース
学年
ベース

栽培
環境
栽培
環境

宿宿

更衣更衣

EVEV
進進

大職員室大職員室

会議会議

応接応接
校長校長

分分

分分分分

WCWC

WCWC

WCWC

コア・フォレストコア・フォレスト

１年 ２年
３年

商 工

農

地域連携協働室に隣接する上伊那ギャラリー ( ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ ) クリエイティブラボのイメージ 専科インフラと一体の専科ベース ( 専門 FLA) 周りのイメージ 学年ベース ( 普通教室 FLA) 周りのイメージ ホームネストのイメージ

1F 平面イメージ 2F 平面イメージ

ティーチャーズ
コーナー(専門教員室）

ホームネスト

サテライトベース

クリエイティブ
ラボ(協働実習室）

TC

HN

SB

CL

明快な「核（コア）」により生まれる「余白」、担保される計画のフレキシビリティ 融合の共創空間、専科の探求的学び、クラスルームへの帰属意識、それぞれの場所を発見できるしくみ

三科を融合し地域とつながる核（コア・フォレスト）と、フレキシブルな計画を許容する専門エリア 滞留型FLAを持ち各学科と有機的につながるHRゾーンと先生と生徒が融合する管理エリア

校舎内に点在する豊なネスト

2F: 学科を超えた居場所と多様な使い方
FLAは通過動線となる通路状ではなく滞留しやすいまとまっ
たスペースを確保します。学年一斉授業から少人数のグルー
プワークまで、授業への展開容易性を優先します。HRの自
由な使い方を促すためロッカーは教室外に配置、少人数で
集まる生徒の居場所にもなります。大きなFLA(学年ベース), 
少人数の集まりに適したワークラウンジ + ロッカースペー
ス（ホームネスト）それぞれが状況に応じて自分の場所を
発見できる仕掛けです。

多様な学びを誘発する家具の群れ。県産材を利用

分教室と管理諸室(大職員室含む)をHRゾー
ンと同様に扱い、生徒が訪れやすいヒエラル
キーの無い計画として生徒と先生の融合を実
現します。

1F: 専門的探求と融合のイノベーション
中央にメディア機能を包含したコア・フォレスト。そこに顔を出
す各科の入口には専門教員室 (TC) にクリエイティブラボ (CL)を
併設、イノベーティブな協働を促進します。各専科の特徴が色濃く
出る場であると同時に、複数の科同士、地域も巻き込んだ共創の
拠点として授業時間単位を超えて使用されるスペースです。
各科は専門の FLA( 専科ベース )と大きな倉庫 ( 専科インフラ )を
持ち学科内の独自で専門性の高い多様な活動を担保します。専科
ベースは学年ベースと上下でつながり出会いを誘発します。

音・匂い等々独立性の要求される室は外周部に
配置し、普通教室や他の専門教室に影響を与え
にくい環境を作ります。

地域エリア→コア・フォレスト→クリエイティ
ブラボ→特別教室→専門学科と、セキュリティ
ラインを柔軟に設定できます。

CLCL TCTC

専科
インフラ

専科
インフラWCWC

専科ベース専科ベース

専科インフラ専科インフラ

TC ： ティーチャーズコーナーTC ： ティーチャーズコーナー

CL ：クリエイティブラボCL ：クリエイティブラボ

研究相談カウンター

T.C.は大職員室とテレビ電話
などで常に繋げておく

先生の特徴が色濃くでる、
学科間・地域共創スペース

専科教室専科教室専科教室専科教室

水場水場下駄箱下駄箱

自由に使える
ホワイトボード壁

2FのFLAと繋がる階段
座って集まることが可能

特別教室、日を
またいでの占有
など多様な
使い方が可能

専門授業のオリエンテーションや
発表・交流・授業をまたいだ研究・
共創の場としても機能するFLA。

専科用の更衣室・倉庫
WCなどの機能。

専科教員の滞留スペース。研究・
準備などに活用

コアフォレストにある学科間・
地域共創スペース。普段は先生
の管轄の場所として活用

専科 ベース専科 ベース

可動間仕切り可動間仕切り
複数の面がICT利用のスクリーン投影面となる複数の面がICT利用のスクリーン投影面となる

開放可能な引戸開放可能な引戸

カウンターテーブルや少人数
で座ることのできる席を配置
カウンターテーブルや少人数
で座ることのできる席を配置

個人利用可能なカウンターテー
ブルの他は移動が容易な家具のみ
とし、柔軟な空間利用を担保

個人利用可能なカウンターテー
ブルの他は移動が容易な家具のみ
とし、柔軟な空間利用を担保

WCWC

HNHN

HNHN

学年 ベース学年 ベース

HRHR HRHR

HRHRHRHR

HRHRHRHR

学年 ベース学年 ベース

HN：ホームネストHN：ホームネスト

HR：ホームルームHR：ホームルーム
HRは2室ずつ配置。可動間仕切
りにより大教室化も可能で、2ク
ラス共同授業に利用可能。

ロッカースペースとラウンジを
併せた、生徒たちの拠点となる
空間。

6室の普通教室ごとに配置され
るFLA。隣接するHRは学年ベー
ス側に拡張可能。最大で学年
全体も集まることができる。

食品加工食品加工
培養・研究培養・研究

授業授業

授業授業
授業授業

授業授業

授業授業芝生で語らい芝生で語らい

自分の仕事自分の仕事
会計計算会計計算 ドローン

操作
ドローン
操作

MR実習MR実習

機械工作機械工作

電気工作電気工作

木工木工

レクチャーレクチャーグループ
ワーク
グループ
ワーク

調理調理

刈り取り刈り取り

畜産畜産

地域地域

商業商業

農業農業

工業工業

工業工業

コア・フォレストコア・フォレスト

滞在を促すカフェ。滞在を促すカフェ。
生徒が運営生徒が運営

学科をまたいだミックスホームルームを
基本とし交流を図る

受付番号（様式 12）上伊那総合技術新校施設整備事業基本計画策定支援業務委託プロポーザル 提案書（二次審査用）

中央にメディア機能を包含したコア・フォ
レストを配置し、イノベーティブな協働を促
進します。コアフォレストには、様々な機
能を持つポスト柱の柱列「止まり木」が点
在し、多様なアクティビティを誘発します。

融合と共創の核であるコア・フォレストを中心に、周縁部に融合と共創の核であるコア・フォレストを中心に、周縁部に
いくにつれて専門性の増すグラデ―ショナルなアクティビいくにつれて専門性の増すグラデ―ショナルなアクティビ
ティの配置イメージティの配置イメージ

学年や学科ごとに滞留する場
所と時間が分散する総合技術
校の特徴を考慮し、全体を貫
くFLAではなく、中規模な
FLA が点在する計画です。面
積効率を保ちながら活発なア
クテビティに満ちた豊かな学
校空間を実現します。

② NSD にふさわしい学習空間に対する理解及び検討

収納舎棟

体育館棟

棟 共用部 室 小計 共用部
/室

農業機械
実習棟

本体校舎棟
小計

新築面積合計

図書・特CR
地域ｿﾞｰﾝ(1F)
CR・管理
ｿﾞｰﾝ(2F)

工業科
ゾーン
商業科
ゾーン

農業科
ゾーン 450㎡ 800㎡ 1250㎡ 36％

1015㎡ 1950㎡ 2965㎡ 34％

340㎡ 300㎡ 640㎡ 53％

1100㎡ 1800㎡ 2900㎡ 38％

1740㎡ 1950㎡ 3690㎡ 47％

4645㎡ 6800㎡

1400㎡

360㎡

440㎡

13645㎡

11445
㎡ 41％

先生と生徒、学科と学科の共創を促す。先生と生徒、学科と学科の共創を促す。
各専科の先生の特徴が反映される各専科の先生の特徴が反映される

可動掲示板兼可動掲示板兼
ホワイトボードホワイトボード

ICT を利用したICT を利用した
フレキシブルなフレキシブルな
授業も可能授業も可能

展示収納棚展示収納棚

活発な学びを生む活発な学びを生む
ホワイトボード壁ホワイトボード壁

専攻と違う科目との専攻と違う科目との
偶然の出会いを誘う偶然の出会いを誘う
上下動線上下動線

教室の拡張空間教室の拡張空間
としても機能としても機能

滞留型の FLAで使いやすく多様な滞留型の FLAで使いやすく多様な
アクティビティを許容アクティビティを許容

専科ベースと繋がる専科ベースと繋がる
上下動線上下動線

小さな居場所になるスペース小さな居場所になるスペース
ホームベース (HB) としても利用可能ホームベース (HB) としても利用可能

他クラスの友達とも過ごす他クラスの友達とも過ごす

充分なサイズの充分なサイズの
個人ロッカー個人ロッカー

県産材木材による天井県産材木材による天井

日をまたいでの利用など日をまたいでの利用など
多様な使いかたを許容多様な使いかたを許容

地域連携共働室と一体利用可能地域連携共働室と一体利用可能

企業の商品を展示できる企業の商品を展示できる
スタンディングテーブルスタンディングテーブル

協働研究で訪れる協働研究で訪れる
大学関係者大学関係者

地元企業の地元企業の
プレゼンスペースプレゼンスペース

プレゼンルームとしても利用可能なプレゼンルームとしても利用可能な
学年が集まれる大階段学年が集まれる大階段

大空間に対応した柱列が、授業や自習、大空間に対応した柱列が、授業や自習、
読書や休み時間の交流など、多様なアク読書や休み時間の交流など、多様なアク
ティビティのきっかけとなる。ティビティのきっかけとなる。

コア・フォレストの内観イメージ

読む読む 自習する自習する 会話する会話する 提案する提案する 知る知る

スタンディングスタンディング
テーブルテーブル

可動可動
本棚本棚

組み合わせ組み合わせ
出来る机・イス出来る机・イス

可動可動
掲示板掲示板

ソファ付きソファ付き
シェルフシェルフ

可動ホワイト可動ホワイト
ボードボード

廊下 /共用部
特別教室・地域
農業科
工業科
商業科
管理 /WC等



構造コア
柱　□300×300
梁　H500×200

コアフォレスト
ポスト柱　□125×125~350×150
梁 ( 屋根）　H150×150

一般部
柱　□200×200
　　( 一部□175×175)
梁 ( 床部分）　H500×200
梁 ( 屋根）　H350×175

工事
動線
工事
動線

学校動線

新校舎

建設

⑨移転後解体⑨移転後解体

⑧機能移転⑧機能移転

⑦農業実習棟
建設

⑦農業実習棟

新校舎
建設
新校舎

コア・フォレストコア・フォレスト

美術室

屋外デッキ

昇降口

大職員室地域CL中庭
植栽や舗装など、関係者とともに
デザインしていく共創の中庭空間

地域マイスターの常駐を想定。
学生と地域の繋がりの拠点。

床吹き出しの空調床吹き出しの空調

職員室は正門側を
みることが出来る
位置に配置

職員室は正門側を
みることが出来る
位置に配置

コア・フォレストにい
ながら、この部屋を通
じて、各専科の活動を
感じることができる。

コア・フォレストにい
ながら、この部屋を通
じて、各専科の活動を
感じることができる。

開放的で相談しやすい
カウンター
開放的で相談しやすい
カウンター

3~4人のグループで利用
可能なサイレントルーム
3~4人のグループで利用
可能なサイレントルーム

農業科CL HN
庇をしっかりと出し、日射を遮蔽し
外壁のメンテナンス性に配慮する

太陽光パネル（集熱）

太陽光

太陽光

ハイサイドライトで
北・東面から柔らか
い光を取り入れる

天井は現しとし、ケーブルラックで配線し、
将来的な変化に対して柔軟な断面計画とする

吹き出し空調

廊下

廊下

体育館HR

HR

HR

HR ロッジア

蓄熱槽基礎は直接基礎
とし、杭は用いない

個別空調（教室）

集熱器（ダクトファン）

集熱器（ダクトファン）

②普通・特別教室
管理、体育施設

解体

②普通・特別教室
管理、体育施設

解体

HR・特別教室
管理等

学校動線

仮設校舎

①機能移転①機能移転

工事
動線

⑤移転後
農業実習棟
解体

⑤移転後
農業実習棟
解体

⑤移転後

解体

⑤移転後解体
農業

工事
動線
工事
動線

仮設校舎

駐輪

③南側新校舎
建設

③南側新校舎
建設

④機能移転

④機能移転④機能移転

学校動線
工事
動線

学校動線

⑥北側新校舎
建設

⑥北側新校舎
建設南側新校舎南側新校舎

倉庫・更衣室
・WCなど
倉庫・更衣室
・WCなど

室外機置場室外機置場
外部から直接
アクセスでき
メンテナンス
が容易

外部から直接
アクセスでき
メンテナンス
が容易

露出電設ラック
による配管・配線
露出電設ラック
による配管・配線

風を通す
大型建具
風を通す
大型建具

実習室実習室

実習室実習室
実習室実習室

実習室実習室

実習室実習室

実習室実習室

サテライト
ベース
サテライト
ベース

N

N

S

W
NW

SW
NE

SE E

30%30%

15%15%

0

晴天が多く、昼夜の寒暖差が大きい気候に寄り添う
太陽光の反射など昼光利用による照明負荷を低減
します。昼夜で寒暖差が大きい伊那谷の気候条件
を考慮し、高断熱の壁と屋根、コントロールされ
た開口部と樹脂製サッシ、庇による日射遮蔽など
正統的な高性能建築としZEB readyを実現します。
谷風とともに過ごす建築計画
谷沿いに吹く風に対して主要な建物を平行配置するこ
とで、風の通り道を確保します。中間期には建具を
適宜開放することでよどみの無い風環境を作り、樹木
の育成に寄与します。冬季の強い風には可能な限り残
した既存樹木が適度なバッファーとして機能します。
ハイブリッド熱源と創エネ拡張を見据えた計画
空調は高効率な電気（校舎）と災害時に独立運用可能なガ
ス（体育館）のハイブリッドとし日常的なピークカットを
実現するとともに発災時・復災時の運用にも配慮。太陽光
は高効率な南面屋根に実現性を考慮し20kw程度を設置。
創エネ拡張可能な計画とし将来のZEB化にも対応します。
総合技術校ならでは管理・更新計画
専科ゾーンは部屋ごとの使用率や使用方法によって空
調を始めとする設備機器の更新頻度に違いがあること
を考慮し、外周部の敷地内通路から直接搬入が可能な
計画です。各専科インフラ及びサテライトベース付近
に室外機スペースを分散して設け、管理と更新の容易
な計画とします。
ポータブル電源によるフレキシブルな運用
特殊な授業が多い学校の特徴と ICT化に配慮し、
蓄電池を兼ねたポータブル電源の導入を提案しま
す。屋内外で自由に電源が用意できるとともに、
初期設置で過剰な設備にならず、太陽光発電で充
電する災害利用も可能な電源とします。

東京都
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受付番号（様式 12）上伊那総合技術新校施設整備事業基本計画策定支援業務委託プロポーザル 提案書（二次審査用）

計画の自由度とコスト効率を重視し、鉄骨ラーメン造を基本に計画します。CLや
FLAなど、アクティビティのハブとなる場所の強度を高く設計することで空間に
メリハリを与えると同時に、教室部分の構造部材の最小化を実現。設計期間を通
じた調整や将来計画に対応しやすい計画の自由度を高め、建築計画と構造計画が無
理なく連動します。大空間のコアフォレストやFLAの止まり木 (多様なアクティ
ビティに応答する柱列 )には空間を仕切るポスト柱 (□ -125× 125) を用います。
屋根架構のスパンを小さくすることで鋼材料を軽減する、構造計画にも寄与する
形式です。

建替計画の最適化のため 2 期
にわたり建設する計画としなが
ら、建物全体の長さを 120m以
内に抑えることで、EXP.J（エ
キスパンション・ジョイント）
が不要な計画。
工区境界部には継手仕口をあら
かじめ準備し、無理なく全体を
繋げる。

初期設定は計画の自由度を優
先した純ラーメンでありなが
ら、実施設計に向けて壁位置
が確定できた段階でブレース
を用いた壁付ラーメンとして、
更なる鉄骨量減少化も可能。
計画の確定度合いに応じて追
従しながら構造合理化が可能
な設計フレームです。

鉄骨材料は一般流通材
を使用

鉄骨造で建物の軽量化を
図ることで、直接基礎が
可能

法改正を精査し、現実性とコストメリットの高い耐火構造の鉄骨ラーメン造を基本に全体
を計画します。コアフォレストを中心とした本体校舎部は
アクティビティのハブとなる場所を強度高く設計することで空間にメリハリを与えると同
時に、教室部分の計画の自由度をより高めます。また、独特の　FLAを “堅い構造” にす
ることで、専科教室は16m大スパンを経済的に実現します。構造から間取りを切り離すこ
とで自由で対応可能性の高い平面計画 
堅い構造＋柔らかい構造がセットになったユニットを連結する構造システム 
そのユニットは建設時には単体でも自立する 
フェージングラインの自由度が高い　

実現性と計画自由度に配慮した構造計画 上伊那地区の気候・風土、総合技術高校の特徴を考慮した環境計画

地域と歩む防災計画

「総合力」で実現するコストコントロール

市街地が天竜川水域であるという事も考慮に入れながら、本敷地の避難拠点として
のあり方を検討します。備蓄倉庫併設の新設体育館を避難場所とし、隣接する地域
エリアの調理室とカフェを開放することで避難時の拠点を形成します。平時から地
域に開かれた場所を活用することで水害時の車避難や早期避難をためらわない雰囲
気を醸成します。
総合技術高校の特徴も活かし、授業で「郷土料理＋防災食」、「オープンキッチン」
を地域と一緒に開発するなどハードソフト両面での拠り所を形成します。生徒が使
用するポータブル電源は非常時利用にも対応可能です。日常から使用していること
により非常時にも円滑に活用されます。日常の活動が非常時の訓練となるフェーズ
フリーの考え方を大事にします。地域マイスターは防災に関心を持つ生徒も想定し、
防災街歩きや避難所運営体験など、防災WSも行うことで、地域とともにある防災
計画づくりを行います。

建築・構造・設備の一体化と無理のない基本計画
コア・フォレストの周りには通常サイズの専科教室が配置され、上階に 
は普通教室が配置されます。更にその外周部に平屋建ての専門性の高い専科教室群が
並ぶという明快な構成です。建築計画と構造計画、設備計画が常に一体的に柔軟に調
整可能な計画とします。
プログラムの効率化
特色のある独自カリキュラムとそれに則した独自運用が多い技術高校は、関係者と
の綿密な対話や調整が必須です。専門室として独立して必要なのか、或いは重ね使
い可能なのか協議したい教室をあらかじめリストアップし、学校・地域と対話を重ね、
教育空間の確保を優先しながら面積効率の最大化を図ります。
コストコントロール＝プロジェクトコントロール
コストコントロールは物理的な設計内容だけではなく、適切な業務進行とあらゆる
部分でのコスト意識が重要です。計画（設計）視点と進捗マネジメント視点、両方
の側面から常に計画全体を把握し適切な業務進行を実現することで、総合力として
のコストコントロールを実現します。

敷地内で学校機能を維持する工程計画

・工事中に敷地内で上伊那農業高校が継続可能とするた
め、新校舎建設を２段階に分けて整備します。南側完成
後に農業実習機能を一時移転することで実習設備移動
の負担を最小化します。
・２段階整備により仮設面積校舎を最小化し、使用期間
を２年以内に限定します。コスト抑制と同時に、３年間
仮設校舎で過ごす生徒がいなくなるよう配慮します。
・工事中の安全性確保に留意、並木道・正門の継続使用
と工事車両の通行について関係者と協議して計画を進
めます。

第一工期 第二工期

機械式継手
第一工期外壁ライン

600

スプライスプレート

③ 構造・設備と事業全体のコストコントロール

フェーズ１：R11-12 年度

フェーズ４：R17-18 年度
普通・特別教室棟、管理棟解体

農業機械実習棟スイッチ建て替え

南側新校舎建設後、農業実習棟解体 北側新校舎建設

フェーズ 2：R13-14 年度 フェーズ 3：R15-16 年度→ →

アクティビティのきっかけとなるポスト柱の柱列により屋根架構の軽量化を実現するコア・フォレストの大空間 地域エリア上部には夕日に染まる南アルプスを望むテラス。語らいの庭と繋がる、もうひとつの思い出の場所

設備インフラにもなるサテライトベース



受付番号

３科４校、統合する学校の歴史を受継ぎ未来につなげる協働のプロセス

確実な業務遂行を実現する、統合開校後まで見据えた一元的な進捗管理と明確なマイルストーン設定

■統合校の記憶を未来につなげるプロセス
上伊那農業 /駒ヶ根工業 /辰野 /箕輪進修、4校すべてから
新校に引き継ぐべき歴史や記憶と、現在の課題を関係者と
共有し計画に反映します。4校の同窓生から、新しい「母校」
として愛着を持ってもらえる学校づくりを目指します。
上伊那総合技術新校再編実施計画懇話会との連携を前提に、
プロポーザル案にこだわらない柔軟な検討を行います。

「自己を磨き、みらいをデザインできる力を育てる高校」の
学校像の通り、学校づくりの段階から学校地域が自分ごと
として共に作り上げるプロセスを計画します。

「自己を磨き、みらいをデザインできる力を育てる高校」の学校像の通り、学校づくりの段階から学校地域が
自分ごととして共に作り上げるプロセスを計画します。

■「共につくる」を実現する組織作りとWSのプロセス
基本計画段階から地域の関連機関と協議し地域連携ワーキン
ググループを設立。初期から設計と地域連携活動を連動させ
ることで、施設計画と探求的学びを接続します。
ワークショップや会議は関係者ごとに実施。取り残される
もののないプロセスで、行政・学校・生徒・地域・保護者や
OBOGなど皆が当事者となる「学校づくり」を目指します。

多くの公共施設経験をもち、人・工程・コスト管理の責任を持つ管理技術者 (統括 )と、多くの学校施設の経験をもち、学
校計画の責任を持つ意匠主任の手動の元、一体的に両社の担当者が同じ場所で業務を行うことで、確実な業務遂行を実現し
ます。基本計画時点から、統合開校後まで見据えたスケジュール表およびマイルストーン策定を行い、関係者が常に長期的
視野をもって多岐にわたる情報を把握できるように努めます。また、コア会議とワークショップのみならず、工程管理、コ
スト管理、分科会、さらには施設検討だけではなく教育検討のプロセスまで、あらゆる要素を一元化したスケジュール表で
管理し、「いつ /だれが /なにを」を意識した業務推進を行い、適切な時期に適切な決定が行えるようコントロールします。

（様式 12）上伊那総合技術新校施設整備事業基本計画策定支援業務委託プロポーザル 提案書（二次審査用）
④ 事業実施に係るプロセスマネジメント

R7

一元的なスケ
ジュール管理
と業務の想定
プロセス

R8

R9

R10

R11

R12
・
・
・
・
・

R18
 ・
 ・
 ・

施設検討プロセス
工程
管理

コスト
管理

設計
フロー

分科会 地域共創
WS

学校運営
（校名校歌等）

コア
会議

生徒
WS

教育
カリキュラム

学校関係
WS

特別活動
（部活等）

 地域連携
コンソーシアム

教育検討プロセス

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

概算２概算２

設計スタート設計スタート

決 

決 

決 

決 

明快な決定
マイルストーン

必要規模
・機能の
算定

概算予算

決 工程計画
決 配置計画

決 工程計画
(再)

決 配置計画
(再)

決 

決 

機能配置
ゾーニング

基本計画
方針

暫定基本
計画

潜在的
要望の抽出

概算１概算１

基本計画書(案)提出基本計画書(案)提出

上伊那総合技術新校・懇話会
地域連携コンソーシアム

地域資源の発掘WS

地域と学校の関係WS地
域

の
人

的
資

源
の

発
掘

人
的

資
源

と
協

働

課
題

引
継

ぎ

プロポ案の説明
4校を知るWS

与条件抽出

配置要望抽出

設計案に対するFB抽出

具体的な機能要望抽出

地域協働のあり方を議論

要望抽出
重要な地域資源 抽出

地域との関わり方を議論

事例見学

配置検討WS  2

機能プラン検討WS

FLAの使い方を
考えようWS

1/1でFLAを体験
してみようWS

ﾃｨー ﾁｬー ｽ゙ ｺー ﾅー の
設えを考えようWS

上伊那ギャラリーに欲しいものWS

中学生と一緒に専門学科の
授業を受けてみようWS

※これは一例です。設計の進行度に合わせて
　適切なWSを継続的に行っていきます。

里山教室で木製家具を作ろうWS

地域連携検討WS

配置検討WS 
情報共有

金額感の把握

金額感の最終確認

施設計画と連携・情報共有

計画案をフィードバック

情報共有

計画案をフィードバック

情報共有

計画案をフィードバック
情報共有

計画案をフィードバック

統　合　供　用　開　始
統合開校後も継続的に施設に積極的に関与。定期的
な訪問などを通じて、計画時に議論された内容の
共有などを行い、スムーズな運用をサポート

定期訪問継続的な WS の開催 管理・運営

基
本
計
画

計
画
修
正

基
本
設
計

準
備

計
画

ま
と
め

各
種
機
能

性
能
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定

の
精
査

配
置
検
討

与
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の

整
理

機
能
プ
ラ
ン
検
討

工
事
期
間

実
施
設
計

基
本
設
計

基本計画策定支援業務
履行期間終了
基本計画策定支援業務
履行期間終了

VE・各種調整中間報告会

最終報告会

一期工事終了時のお披露目会

竣工時のお披露目会

情報共有

情報共有

計画案をフィードバック

計画案をフィードバック

継
続
し
て
密
な
議
論
を
行
う

設
計

完
了

確
定

度
合

高
VE効果

低

基本・実施設計時も
この報告・フィードバック
のサイクルは継続して
行います

基本・実施設計時も
この報告・フィードバック
のサイクルは継続して
行います


